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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
神経新生は神経幹細胞の増殖､移動､分化の3段階に分けられる｡砂ねずみ 5分間一過性全脳虚
血モデルを用い､虚血後海馬歯状回での神経新生の 3段階について検討 した｡神経幹細胞の増殖
をbromodeoxyuridine(BrdU)､神経前駆細胞の移動をpolysialylatedneuralceladohesionmolecule
(psA･NCAM)､成熟神経細胞-の分化をneuronalnuclearantigenPeuN)､アス トログリア-の分化
をglialfibrHlaryacidicprotein(GFAP)の各マーカーを用い検討した｡虚血後 10日の頼粒下帯で､
Bl･dU標織細胞は7倍､PSA-NCAM陽性細胞は3倍に､正常対象群に比べそれぞれ増加 した｡BrdU
とpSA-NCAMの2重陽性細胞は､虚血後 20日に頼粒下帯､頼粒細胞層で観察された｡以後､頼
粒細胞層ではBrdUとpsA-NCAMの2重陽性細胞数は減少､BrdUと NeuNの 2重陽性細胞数は
虚血後60日まで徐々に増加 した｡BrdUとGFAPの2重陽性細胞を少数認めたが､PSA-NCAM と
GFAPの 2重陽性細胞は静めなかった｡以上から虚血後海馬歯状回では､頼粒下帯で増殖 した神
経幹細胞は頼粒細胞層に移動し､虚血後 2ケ月以内に主として成熟神経細胞に分化することが示
唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､砂ネズミ5分間の一過性全脳虚血モデルを用いて､海馬
歯状回での神経新生について､増殖､移動､分化の3段階にわけて検
討した｡増殖に関してはBrdUを､移動に関してはPSA-NCAMを､神経
細胞-の分化に関してはNeuNを､アストログリア-の分化に関して
はGFAPをそれぞれマーカーとした｡その結果､虚血後の海馬歯状回
において､頼粒下帯で増殖した神経幹細胞が頼粒細胞層に移動し､主
に成熟神経細胞に分化することについて､2か月間の経時的検討によ
り明らかにした点で､本研究は価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
